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　あらすじ　

この本では考え方を少しひねるだけで様々な問題を解決できる
のだ！　ということを示してみました。しかし、人々がそんなの
ムリだと思うような話しが満載です。

消費税の増税が話題になっていますが、どうせ増税するなら一
般国民の払う税金は、消費税だけにしてしまえばよいではない
か？　税率は高めに設定し、よい塩梅で返金してやればスグに景
気はよくなるのでは？　科学技術が進み人の思考を読み取る機械
が発明されたとしたら、一体どうやって社会を成り立たせるの
か？　世界統一通貨を作るための方法は？　特殊相対性理論によ
ると自分は動いているのか静止しているのかの区別ができない。
では区別する方法はないのか？　宇宙の加速膨張が解けたかも。
円を 4.4444…等分にできるのか？　計算と言葉の意味はどちら
が正しいのか？

これらの事を考えていきたいと思います。

あらすじ
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01 前菜 その 1　消費税の返金

題名通り、消費税を巻き上げてから、その巻き上げた消費税の
３分の１を返金したらどうだろうか。というお話しです。

例えば、40％の消費税を巻き上げて、その３分の１を返金す
るのです。

でもそれは、40 年のスパンで行いますのでご注意を。計算は
5000 万世帯だとした場合です。

【年間の返金分】
・新築に毎年 117 万軒分。
・リフォームに 100 万軒分。
・新車に 600 万台分。
　　※ これはバブルの頃を参考にしました。

といった具合に返金します。
少なく見積ってありますが例えば…。
消費税の付く物 350 万円買うと…。

350 万円 ×40％＝ 140 万円。140 万円の消費税。それに買っ
た分を足すと
↓
350 万円＋ 140 万円
↓
490 万円の出費。

年間で 490 万円は出費として出て行きますが、消費税が 40 年
のスパンで３分の１返金されるので、1866.7 万円が返ってきます。
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バブルを巻き起こせ。

年間 46,667 万円 ×40 年
↓
1866.68 万円

この返ってくるお金で、家や土地や車を買うのです。家を買う
時は国産の材木を 30％使うなどを義務付けた方が良いです。

ちなみに…。

・車は 10 年に１度、160 万円が４回。
・新築は 40 年に１度、約 866 万円。
・リフォームも 40 年に１度、360 万円。

40 年のスパンで見ると、ちゃんと返金してもらえます。車は
４回分の 640 万円を返金します。

866 万円＋ 360 万円＋ 640 万円。
↓
1866 万円。

これで払った３分の１は返ってくる。残念ですが残りの３分の
２は税収として使うので返金されません。

つまり 40％の 140 万円払うと３分の１の 46.66 万円が返っ
て来ます。

と、言う事は負担は 26.66％で良いです。
これを行う事によって、バブルがずっと続いて行くのです。
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01 前菜 その 1　消費税の返金

■消費税の返金の一部分
そして、消費税を上げた代わりに、所得税が一般庶民の相続税。

国民の負担となる税金は、全て無くし、消費税に１本化すれば良
いです。ちなみに家と車は消費税は無し。

国がバブルになり、雇用が生まれ、給料のアップに繋がり、企
業が潤うので法人税の税収も増え、国民も国も、バラ色の営みが
出来ます。当然地方税も無くせます。

この時の理想の財源は…。

・消費税収 70 兆円の内 23.333…兆円は返金。
・消費税から約 46.6666 兆円。半分は地方へ。
・法人税から 20 兆円〜 35 兆円。
・特別会計から 30 兆〜 40 兆円。
・その他から 10 兆〜 20 兆円。

こうなってくれれば最高です。
地方へはきちんと交付金を出しますので。
高給取りの人からは、所得税も固定資産税も取ります。中間で

やり取りされる消費税の仕組はなくした方が良いです。
あとは各ご家庭で、こうなった時いくらの消費税になって、総

額いくらの出費になるのか計算してみて下さい。それと、消費税
の掛らない出費も足して下さい。

それに、アパートや借家の人が優先されますし、持ちこしも出
来ますので貯金として財産になる。

返金してもらえる額は自分で消費税を払ったぶんの３分の１で
す。


